不思議な の は、 確かに 夢ではなかった が、 出かけて 

からこれ まで、 千代 乃の 名前が 一度 も 出なかった こと 

である。 それで、 その 名前 を 聞いて 俺 は ぴくりとした。 

「もう 千代 乃 は 出て 来ません。 わたし は 完全に 一 人き 

りです。 I 

地中に 埋めた の は、 アジアの 憂鬱で はなく、 千代 乃 

だった のか。 

周さん はまた 饒舌り だした。 

横 浜に 行って、 一稼ぎす るつ もりで ある。 それから、 

中国に 一度 帰りたい。 紹 興の 近在に、 伯父 や 伯母 や 兄 

弟が、 たくさん いる。 横 浜に はまた 戻って 来る。 その 
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